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今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
が　
２５

億
５
１
９
７
万
９
千
円
、
特
別
会
計
が

　

億
９
９
７
０
万
円
で
、
補
正
後
の
額

２４は
、
一
般
会
計
が
１
１
４
５
億
１
０
９

４
万
３
千
円
、
特
別
会
計
が
９
９
３
億

７
９
３
１
万
１
千
円
で
、
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
合
計
で
、
２
１
３
８
億
９

０
２
５
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
繰
入
金
６
億
３
４
６
２
万
７

千
円
、
繰
越
金
３
億
７
９
７
５
万
３
千

円
、
国
庫
支
出
金
３
億
３
０
２
０
万
９

千
円
の
順
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
９
億

３
３
０
１
万
６
千
円
、
民
生
費
９
億
１

２
３
３
万
８
千
円
、
衛
生
費
４
億
４
９

３
７
万
９
千
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

補
正
後
の
内
訳
は
、
歳
入
で
は
、
市

税
６
３
６
億
３
７
１
０
万
４
千
円
（
構

成
比　

・
６
％
）
、
国
庫
支
出
金　

億

５５

９９

６
８
０
０
万
９
千
円
（
同
８
・
７
％
）、

都
支
出
金　

億
５
８
４
１
万
１
千
円

９４

（
同
８
・
３
％
）
、
繰
入
金　

億
４
９

７９

３
３
万
９
千
円
（
同
６
・
９
％
）
、
市

債　

億
５
５
４
０
万
円（
同
４
・
８
％
）

５５
の
順
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
４
２
億
７
３

４
８
万
４
千
円
（
同　

・
９
％
）
、
教

２９

育
費
２
１
３
億
７
７
６
万
円
（
同　

・
１８

６
％
）
、
土
木
費
１
７
８
億
１
１
１
６

９
月
議
会
が
開
会

　

平
成　

年
第
３
回
市
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
が
９
月
５
日
に
開
会

１４

さ
れ
ま
し
た
。
本
議
会
に
は
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど　

１４

２７

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
の
内
訳
は
、
補
正
予
算
８
件
、
条
例　
１２

件
、
契
約
２
件
、
土
地
の
買
入
れ
１
件
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

決
算
認
定
が
１
件
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
は　

日
ま
で
で
す
。

２７

万
７
千
円
（
同　

・
５
％
）
、
総
務
費

１５

１
４
２
億
９
０
７
１
万
２
千
円
（
同　
１２

・
５
％
）
、
衛
生
費
１
２
０
億
９
５
２

７
万
２
千
円
（
同　

・
６
％
）
の
順
と

１０

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

【
民
生
費
】

　

（
仮
称
）
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
環
境

整
備
事
業
補
助
金
な
ど
の
福
祉
総
務
事

務
費
（
８
８
２
万
円
）
、
（
仮
称
）
木

曽
森
野
及
び
（
仮
称
）
成
瀬
高
齢
者
福

祉
施
設
用
地
購
入
費
な
ど
の
高
齢
者
福

祉
施
設
整
備
事
業
費
（
５
億
１
８
６
万

円
）
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
児
童
手

当
費
（
４
億
７
８
９
万
円
）
、
園
庭
・

広
場
用
地
を
購
入
す
る
（
仮
称
）
玉
川

学
園
子
ど
も
ク
ラ
ブ
費
（
３
億
３
５
５

９
万
円
）

【
衛
生
費
】

　

小
児
準
夜
急
患
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に

要
す
る
経
費
な
ど
の
保
健
医
療
対
策
事

業
費
（
３
９
３
７
万
円
）
、
尾
根
緑
道

緑
地
及
び
薬
師
池
北
緑
地
購
入
費
な
ど

の
緑
地
保
全
費（
３
億
５
１
２
６
万
円
）

【
土
木
費
】

　

中
心
市
街
地
交
通
量
の
調
査
業
務
を

委
託
す
る
交
通
輸
送
対
策
費
（
１
２
０

０
万
円
）
、
駐
車
場
案
内
シ
ス
テ
ム
整

備
計
画
作
成
委
託
料
な
ど
の
ま
ち
づ
く

り
促
進
費
（
８
１
３
万
円
）
、
３
・
４

・　

号
線
（
広
袴
）
の
道
路
築
造
工
事

３０
費
及
び
３
・
４
・　

号
線
（
小
山
）
の

４１

設
計
負
担
金
な
ど
の
都
市
計
画
道
路
築

造
事
業
費
（
２
億
４
０
０
万
円
）
、
相

原
中
央
公
園
の
公
園
用
地
購
入
費
な
ど

の
公
園
緑
地
整
備
費（
４
４
０
１
万
円
）

【
教
育
費
】

　

小
山
小
学
校
給
食
棟
増
築
工
事
及
び

南
第
四
小
学
校
改
修
工
事
な
ど
の
学
校

施
設
整
備
費
（
４
３
１
９
万
円
）

　

現
庁
舎
の
問
題
点
を
整
理
し
、
庁
舎

建
設
に
係
る
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
す
る
町
田
市
庁
舎
問
題
検
討

委
員
会
を
設
置
す
る
た
め
の
「
町
田
市

庁
舎
問
題
検
討
委
員
会
条
例
」
、
創
業

者
支
援
の
た
め
、
融
資
対
象
資
金
の
種

類
と
し
て
新
た
に
「
開
業
資
金
」
を
設

け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
伴
う
所
定
の

改
正
を
行
う
「
町
田
市
中
小
企
業
融
資

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
、
小

児
準
夜
急
病
患
者
診
療
所
を
健
康
福
祉

会
館
に
設
置
す
る
に
当
た
り
、
事
業
と

し
て
明
文
化
す
る
「
町
田
市
健
康
福
祉

会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
住
民
監
査
請
求
の
対
象
と
な
っ
た

行
為
の
停
止
勧
告
に
つ
い
て
、
住
民
監

査
請
求
人
へ
の
通
知
及
び
公
表
に
係
わ

る
規
定
を
設
け
る
た
め
の
「
町
田
市
監

査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
、
町
田
市
立
忠
生
第
五
小

学
校
、
忠
生
第
六
小
学
校
、
忠
生
第
七

小
学
校
を
廃
止
の
う
え
七
国
山
小
学
校

を
設
置
、
ま
た
、
本
町
田
小
学
校
の
位

置
を
変
更
す
る
「
町
田
市
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど

で
す
。

▼

百
五
十
分
一
之
縮
図　

東
京
浅
草
凌
雲
閣
真
景　

石
版
筆
彩　

明
治　

年（
１
８
９
０
）

２３

　

勝
山
繁
太
郎
・
矢
島
徳
三
郎
（
画
作
・
印
刷
・
発
行
）
美
術
着
色
会
社
（
製
造
）

休
館
日

　

月
曜
日
（
９
月　

日
、　

月　

日
、

２３

１０

１４

　

月
４
日
は
開
館
し
、
翌
日
休
館
）

１１開
場
時
間

　

火
〜
金
曜
日　

午
前　

時
〜
午
後
５

１０

時
（
入
場
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

　

土
・
日
・
祝
日　

午
前　

時
〜
午
後

１０

５
時　

分
（
入
場
は
午
後
５
時
ま
で
）

３０

観
覧
料

　

一
般　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

　

大
・
高
校
生　
　
　
　

４
０
０
円

　
　

歳
以
上　
　
　
　
　

３
０
０
円

６５

　

中
学
生
以
下　
　
　
　

無
料

※
９
月　

日
（
展
覧
会
初
日
）
と　

月

２３

１１

３
日
（
文
化
の
日
）
は
無
料
観
覧
日
で

す
。

※
前
期
（
９
月　

日
〜　

月　

日
）
と

２３

１０

２０

後
期
（　

月　

日
〜　

月　

日
）
で
展

１０

２２

１１

２４

示
内
容
を
変
更
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　

石
版
画
（
リ
ト
グ
ラ
フ
）
は
特
殊
な

石
灰
石
な
ど
を
版
材
と
し
、
水
と
油
の

反
発
作
用
を
利
用
し
て
刷
る
ド
イ
ツ
で

発
明
さ
れ
た
版
画
で
す
。

　

明
治
を
迎
え
、
西
欧
の
影
響
は
印
刷

の
分
野
に
も
及
び
ま
し
た
。
石
版
技
法

の
実
用
化
は
明
治
初
年
か
ら
官
民
を
挙

げ
て
進
め
ら
れ
、
わ
ず
か
数
年
間
で
石

版
印
刷
物
が
普
及
し
ま
し
た
。
浮
世
絵

で
好
ま
れ
た
役
者
や
美
人
、
風
景
な
ど

９
月　

日（
祝
）〜　

月　

日（
日
）

23

11

24

か
ら
皇
族
や
政
治
家
の
肖
像
に
至
る
ま

で
、
幅
広
い
題
材
が
描
か
れ
、
大
量
の

石
版
画
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
約
５
０
０
点
の
作
品
に

よ
り
、
明
治
期
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
石

版
画
の
世
界
を
一
望
し
ま
す
。

▲大島（波々伯部）捨四郎　柳橋盛妓桃太朗　　
単色石版　明治１６年（１８８３）　楠山秀太郎（石印）

▲

児
童
三
感
之
図　

石
版
筆
彩　

明
治　

年（
１
８
８
９
）　

清
水
泰
五
郎
（
画
作
・

２２

　

印
刷
・
出
版
）

補
正
予
算
な
ど　

議
案
を
提
案

27

補
正
予
算
案

条

例

案

描かれた明治ニッポン描かれた明治ニッポン
石版画（リトグラフ）の時代

国
際
版
画
美
術
館　

1
７
２
６
・
２
７
７
１

会期は
２７日まで


